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公共施設配置適正化計画とは 

 高度経済成長期等に整備した公共施設（公共建築物）の老朽化に伴
い、全国の自治体で施設の更新・修繕に係る費用、人口減少による利
用需要の変化、市民ニーズへの対応などが課題となっています。 

 本市では、将来世代への負担を先送りすることなく、持続可能な行
政経営を維持していくため、「伊達市公共施設配置適正化計画」を策
定しました。 
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背景・目的 

公共施設配置適正化計画の目的 

・施設保有量の最適化 

・施設類型ごとの適正管理・適正配置 



●公共施設の保有状況 
 

 2018（平成30）年３月31日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 

●更新費用の試算 
 

 現状の施設を2018（平成30）年度から2057年度までの40年間、その
まま維持した場合の費用を試算したところ、年平均で４１．８億円の
費用が必要となる結果となりました。 
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市の状況 

施設数 373施設 

棟数 1,087棟 

延べ床面積 316,136㎡ 

市民文化系施

設, 27,168 , 

8.6% 
社会教育系施

設, 4,709 , 

1.5% 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮ

ﾝ系施設, 

27,331 , 8.6% 

学校教育系施

設, 146,322 , 

46.3% 

子育て支援施

設, 14,577 , 

4.6% 

保健・福祉施

設, 14,212 , 

4.5% 

行政系施設, 

31,079 , 9.8% 

公営住宅, 

42,875 , 13.6% 

その他, 

7,863 , 2.5% 

（㎡,％） 
 

【施設類型別延床面積】 
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 公共施設の保有状況や更新費用の試算から、本市の公共施設の課題
を次の３つの視点にまとめました。 

 

 

本市の課題 

(1)施設の視点 
①施設の老朽化（大規模改修や建替え、解体撤去等） 

②地域間の偏りや重複 

(2)人口の視点 
①人口減少や少子高齢化に伴う需要の量・質の変化 

②地域活性化に向けた戦略的な施設配置・活用 

(3)財政の視点 

①更新費及び大規模改修費 

②投資可能な財源の確保 

③特定年度への集中回避（予算の平準化） 
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 2019（平成31）～2028年度の10年間 

計画期間 

「公共施設の保有量の最適化」 

 

目 標 
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5つの基本方針 

 目標とする「公共施設の保有量の最適化」の  

 実現に向けた「５つの基本方針」を設定します。 

［方針１］ 保有量の最適化 

［方針２］ 既存施設の有効活用 

［方針３］ 複合化・多機能化 

［方針４］ 長寿命化 

［方針５］ 民間活力の導入 



 

 

現在の公共施設の延床面積から 

 

今後10年間で3.7％（11,697㎡）の 

 

縮減を目指します。 
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数値目標 



 本計画の目標達成に向けて、行政・市民・事業者等が協働で推進す
ることが重要となります。 

 具体的に個別施設のあり方を検討する場合には、サービス利用者で
ある市民との対話を重ねながら実施します。 

  

●今後の取り組み 

 目標達成に向けた個別施設別の計画を立案するため、 

 「用途別」、「地域別」、「時間別」の視点で 

 施設配置適正化の組み合わせを検討します 
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計画推進に向けて 
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問い合わせ先 

 財務部 財政課 管財係 電話024-575-1142 
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